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電源の ON/OFF ⽅法                                

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において電源の ON/OFF ⽅法を説明します。 

 
2. 電源 ON ⽅法 
 
 1   ⾞両のエンジンを始動して 1006970-02 ハー

ネスのスイッチを ON 側にします。 LED が緑に
点灯します。しばらくすると X25/X35 および 
AGS-2 がオンになります。( HORIZON の 
[ 点⽕ラインを使⽤ ] の設定に依存します。 ) 
 
AES-35 ステアリングは別電源となっていますの
で、 AES-35 の電源スイッチで ON にしてくだ
さい。 

 2  右側のスライダーを画⾯の下までスクロールさせて 
[ はい ] を選択してください。 

 3  操作画⾯が表⽰されます。 
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3. 電源 OFF ⽅法 
1   1006970-02 ハーネスのスイッチを OFF 側に

します。 LED が緑に消灯します。 
 
しばらく後に X コンソールと AGS-2 の電源が
落ちます。 ( HORIZON の [ 点⽕ラインを使
⽤ ] の設定に依存します。 ) 
AES-35 ステアリングは別電源となっていますの
で、 AES-35 の電源スイッチで OFF にしてく
ださい。 

 
4. 注意 
1   電源投⼊後に左図のように HORIZON の起

動が完了する前に電源を OFF にしないでくださ
い。必ず HORIZON 起動後に OFF してくだ
さい。 
 
起動中に OFF すると次回起動時にエラーが表
⽰されクラッシュレポートが作成されることがありま
す。 
起動後の機能に問題ありません。  
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表⽰モードのについて 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) には、表⽰モードとして [ ⽇中モード ][ 夜間モード ] 
の 2 種類を切り替えて環境に合わせて⾒やすい状態で使⽤することができます。 

 
2. [ ⽇中モード ][ 夜間モード ] の切り替え⼿順 
 1   左図はデイモードの表⽰画⾯になります。 

 
コンソール下側で上側にスワイプしてスワイプメニ
ューを表⽰させて [ デイ/ナイトカラースキーム ] 
を選択します。 
 
2 項のように夜間モードに切り替わります。 

 2  [ デイ/ナイトカラースキーム ] を選択するたびに
以下のように設定が切り替えられます。 
 
[ ⽇中モード ] ⽩をベースとした画⾯です。 
[ 夜間モード ] ⿊をベースとした画⾯です。 
[ ⾃動モード ] コンソールにセンサーがある場合
には周囲の明るさにより⾃動で切り替わります。 
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アンテナ設定 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において使⽤する受信機 AGS-2 の設定と外部モデム
を使⽤する修正データの設定を説明します。 

 
2. アンテナ設定の操作⼿順 
 1   [ セットアップ画⾯ ] アイコンを選択します。 

 2  [ システム ]-[ GPS ]-[ 受信機 ] と選択して 
[ GPS アンテナの選択 ] 画⾯にします。 
 
[ GPS アンテナ ] を選択します。 
 
もし [ GPS アンテナ ] が [ AGS-2 ] に設定
されていれば変更をおこなう必要はありません。 

 3  [ GPS アンテナ ] ダイアログが表⽰され、アンテ
ナの⼀覧が表⽰されます。 
 
[ AGS-2 ] を選択して [ OK ] を選択します。 
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4   アンテナを切り替えた時には⼀部のメニューが薄く

表⽰されますので、しばらく待ちます。 ( 約 1 
分 ) 

5  表⽰が左図のようになったら切り替え完了です。 

 
 
 
3. RTK ( 外部モデム ) 修正データ設定⼿順 
1   デジタル簡易無線や Ntrip での RTK 修正デ

ータをシリアルラインから⼊⼒する設定⽅法です。
特殊な通信機器を使⽤する場合はその設定に
従ってください。 
 
[ システム ]-[ GPS ]-[ 修正 ] と選択して 
[ GPS 修正ソース ] 画⾯にします。 
 
[ 修正ソース ] を選択します。 
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2   [ 修正ソース ] ダイアログが表⽰されますので、 

[ RTK ( 外部モデム ) ] を選択して [ OK ] 
を選択します。 

3  [ モデム ] の設定が [ その他 ] になっている
が確認します。 [ その他 ] になっていれば変更
に必要はありません。 ( 初期値 ) 

4  仮想基準点サービスなど⾞両側の位置情報が
必要な場合は [ GGA 出⼒ ] を選択します。 
 
固定点の修正データを使⽤する場合は、この設
定は必要ありません。 

5  [ GGA 出⼒ ] ダイアログが表⽰されますので、 
[ 有効 ] を選択して [ OK ] を選択します。 
 
この設定で修正データの送信もとに GGA デー
タが送信されるようになります。 
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NVRAM のリセット 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において使⽤する受信機 AGS-2 をリセットする⽅法を
説明します。初期設置時、⼜は画⾯上の⾞両の動きが不⾃然になったような時に実施します。 

 
2. NVRAM のリセット⼿順 
 1   [ セットアップ画⾯ ] アイコンを選択します。 

 2  [ ユーザ ]-[ アクセスレベル ] と選択して [ ユ
ーザアクセスレベル ] 画⾯にします。 
 
[ パスワード ] を選択します。 
 
 

 3  ソフトウェアキーボードが表⽰されますので、 
“TOPCON1” 

と⼊⼒して [ ✔ ] を選択します。 
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4   [ アクセスレベル ] が [ ディーラー ] になって

いることを確認してください。 

5  [ システム ]-[ GPS ]-[ 詳細設定 ] と選択
して [ GPS 詳細設定 ] 画⾯にします。 
 
[ NVRAM のリセット ] を選択します。 

6  [ GPS 受信機警告 ] ダイアログが表⽰されま
すので、 [ はい ] を選択します。 

7  受信機がリセットされて左図のような [ 受信機
が切り離されました ][ GPS ロスト ] などの警
告が表⽰されます。 
 
受信機が衛星の受信を開始するまでに約 3 
〜 5 分かかります。しばらくお待ちください。 

10 
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⾞両の登録 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) においてテンプレートにない新規の⾞両の登録⽅法を説
明します。 

 
2. ⾞両の登録⽅法 
 1   [ セットアップ画⾯ ] アイコンを選択します。 

 2  ⾞両でホイール角度センサ ( WAS ) を使⽤し
ない場合は 5 項に移動してください。 
 
[ ユーザ ]-[ アクセスレベル ] と選択して [ ユ
ーザアクセスレベル ] 画⾯にします。 
 
[ パスワード ] を選択します。 
 
 

 3  ソフトウェアキーボードが表⽰されますので、 
“TOPCON1” 

と⼊⼒して [ ✔ ] を選択します。 
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4   [ アクセスレベル ] が [ ディーラー ] になって

いることを確認してください。 

5  [ ⾞両 ]-[ 新規 ] と選択して [ 新規⾞両
のテンプレートの選択 ] 画⾯にします。 
 
スライダーを⼀番したまでスクロールさせて [ その
他 ] を選択します。 

6  [ AES ] を選択して [ ✔ ] を選択します。 

7  [ △ ] を選択して目的の⾞両形状を選択しま
す。 
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8   目的の⾞両の形状を選択します。 

9  [ 新規⾞両 ] ダイアログが表⽰されますので、 
[ ⾞両名 ] を選択します。 

10  ソフトウェアキーボードが表⽰されますので、任意
の⾞両名を⼊⼒して [ ✔ ] を選択します。 

11  ⼊⼒した⾞両名を確認して、 [ OK ] を選択し
ます。 
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12   [ ⾞両の形状 ] 画⾯になります。 

⼊⼒する⾞両の各寸法を選択すると、その寸法
の⼊⼒になります。 
 
 
[ C ][ D ] は、アンテナ取付位置になります。 
特に [ C ] の位置が誤差を持つと往復⾛⾏で 
のガイダンス位置にズレを持つ場合がありますの 
で、取付寸法を確認してください。 

13  ソフトウェアキーボードが表⽰されますので、該当
する寸法を⼊⼒して [ ✔ ] を選択します。全
ての⾞両の寸法に関してこれを繰り返します。 

14  全ての⼊⼒が完了したら [ ステアリング ] を選
択します。 
 
A. 前輪軸中⼼ ~ 後輪軸中⼼ 
B. 後輪軸中⼼ ~ ロアリンクピン位置 
C. 機体中⼼ ~ アンテナ中⼼ 
D. アンテナ中⼼ ~ 後輪軸中⼼ 
E. 地上 ~ アンテナ底⾯ 
F. 地上 ~ 後輪軸中⼼ 

15  ここからはホイール角度センサ ( WAS ) 装着
⾞両での設定になります。未装着⾞両は 18 
項に移動してください。 
 
[ ホイール角度センサ ] を選択します。 

14 
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16   [ ホイール角度センサ ] ダイアログが表⽰されま

すので、 [ 有効 ] を選択して [ OK ] を選択
します。  

17  [ 調節が必要です ] ダイアログが表⽰されます
ので、 [ OK ] を選択します。 

18  設定が終わりましたので [ 閉じる ] を選択しま
す。 

19  作成した⾞両が選択されて状態で作業画⾯に
表⽰されます。 

15 
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牽引機 ( 作業機 ) の登録 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において新規で牽引機 ( 作業機 ) の登録⽅法を説
明します。この説明では作業機の制御などは使⽤しないものになります。 

 
2. 牽引機器 ( 作業機 ) の登録⽅法 
 1   [ セットアップ画⾯ ] アイコンを選択します。 

 2  [ 牽引機器 ]-[ 新規 ] を選択して [ 新 
しい牽引機器の種類 ] で目的の牽引機タ 
イプを探して選択します。 
 

 3  [ 操作は再開を要求しています ] アラートが 
表⽰された場合は [ OK ] を選択します。 
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4   [ 新規の牽引機器 ] ダイアログが表⽰されます

ので、 [ 作業機名 ] を選択します。 

5  ソフトウェアキーボードが表⽰されますので、牽 
引機名を⼊⼒して [ ✔ ] を選択します。 

6  ⼊⼒した牽引機名を確認して [ OK ] を選 
択します。 

7  [ 新規牽引機器設定 ] ダイアログで ECU タ
イプの選択画⾯になります。この例では制御無し
の牽引機にしますので [ ECU の種類 ] を選
択します。 

18 
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8   [ EUC の種類 ] ダイアログが表⽰されますの

で、 [ なし ] を選択して [ OK ] を選択しま
す。 

9  [ ECU の種類 ] が [ なし ] に設定されてい
ることを確認して [ → ] を選択します。 

10  [ 牽引機の制御 ] はこのままで問題ありません
ので、 [ → ] を選択します。 

11  [ 牽引機器の機能 ] を選択します。 
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12   [ 牽引機器の機能 ] ダイアログが表⽰されます

ので、 [ その他 ] を選択して [ OK ] を選択
します。 

13  [ 牽引機器の機能 ] が [ なし ] に設定され
ていることを確認して [ → ] を選択します。 

14  牽 引 機 器 の 基 本 設 定 が 終 わ り ま し たの で 
[ OK ] を選択します。 
 
X25/X35 コンソールは再起動します。 

15  X25/X35 が再起動したら、スライダーを下まで
スクロールさせて [ はい ] を選択します。 
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16   [ 牽引機器の形状 ] 画⾯になります。 

⼊⼒する牽引機の各寸法を選択すると、その寸
法の⼊⼒になります。 
 
A. 作業幅 
B. 作業かぶせ幅 
C. ロアリンク中⼼ ~ 作業機前⾯ 
D. オフセット量 
H. 全⻑ 

17  ソフトウェアキーボードが表⽰されますので、該当
する寸法を⼊⼒して [ ✔ ] を選択します。牽引
機全ての寸法に関してこれを繰り返します。 

18  全ての寸法の⼊⼒が完了していることを確認して 
[ 閉じる ] を選択します。 

19  作業画⾯で⾞両と牽引機が表⽰されますが、変
更後直後は左図のように牽引機が “⾚” で表
⽰される場合があります。これは設定した牽引機
のデータを読み込んでいる状態ですので、しばらく
お待ちください。 

21 



X25/X35 AGS-2 オートステアリング簡易操作⼿順書 

 
16   牽引機のデータが読み込まれると左図のように牽

引機が設定のサイズで “⻩” で表⽰されます。 
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フィールド ( ほ場 ) の登録 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) においてフィールド ( ほ場 ) と境界線の登録⽅法を説
明します。フィールド ( ほ場 ) に境界線を登録すると、⾛⾏ラインがほ場内全てに表⽰され、⾛⾏時にほ場際を
アラートで知らせるなどの機能が使⽤できるようになります。（境界線を設定しなくても作業は可能です） 

 
2. フィールド ( ほ場 ) の登録⼿順 
 1   フィールド ( ほ場 ) の名前を付けて、フィールド

( ほ場 ) の境界線まで作成します。 
 
[ 圃場メニュー ]-[ 新規フィールド ] と選択し
ます。 

 2  [ 新規フィールド ] ダイアログが表⽰されますの
で、 [ フィールド名 ] を選択します。 

 3  ソフトウェアキーボードが表⽰されますので、フィー
ルド ( ほ場 ) 名を⼊⼒して [ ✔ ] を選択し
ます。 
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4   フィールド ( ほ場 ) 名を確認して [ OK ] を

選択します。これでフィールド ( ほ場 ) 名が登
録できました。 

5  フィールド ( ほ場 ) 名の登録が完了すると、
「ガイドライングループ」もほ同⼀名で作成されま
す。 
 
※ガイドライングループとは、フィールド ( ほ場 )
内で作成するガイドラインのグループ名になりま
す。 

 

6  次にフィールド ( ほ場 ) 境界を登録します。 
[ 圃場メニュー ]-[ 境界記録のオフセット ] を
選択します。 
 
これは境界線を作成するための基準位置の設
定になります。 
初期値は、牽引機の最右位置となります。初期
値で作業をおこなう場合は 8 項に移動してくだ
さい。 

7  [ 境界オフセット ] ダイアログが表⽰されて、境
界線作成のための条件が設定できます。 
 
[ 記録オフセット ] 
オフセットを牽引機器の左側または右側に設定
できます。 
[ 位置の記録 ]  
牽引機器の前部または後部からあるいは⾞両の
位置を設定できます。 
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8   [ 圃場メニュー ]-[ 新規フィールド ] と選択し

ます。 

9  ⾞両を⾛⾏させると指定の位置を基準に⾛⾏し
たラインに沿って境界線が画⾯に表⽰されていき
ます。 

10  ⾛⾏開始の始点近辺まで⾛⾏したら [ フィール
ド境界記録の完了 ] を選択します。 

11  現在の位置から始点まで⾃動的に結線されて
境界線の形状が完成します。 
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12   引き続き枕地の設定をおこないます。 

[ 圃場メニュー ]-[ 枕地の設定 ] を選択しま
す。 

13  [ 枕地のオプション ] ダイアログが表⽰されま
す。初期値は [ 無効 ] になっていますので、 
[ 枕地 ] を選択します。 

14  [ 枕地 ] ダイアログが表⽰されますので、 [ 有
効 ] を選択して [ OK ] を選択します。 

15  枕地のオプションが使⽤できるようになりますの
で、 [ 枕地の幅 ( 耕作 ) ] を選択します。 
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16   [ 枕地の幅 ( 耕作 ) ] ダイアログが表⽰され

ますので、必要な値を⼊⼒して [ ✔ ] を選択
します。 
 
枕地の幅はトラクターもしくは作業機の幅の⼤き
い⽅を基準に⼊⼒します。左図の例では作業幅
の 1.5 倍の枕地の設定になります。  

17  枕地が “橙” で表⽰されます。 
⾞両や牽引機に依存しない枕地幅を m で設
定する場合は [ 枕地のオフセット ] を使⽤しま
す。設定される枕地幅はその 2 つの合計値に
なります。 
 
[ OK ] を選択します。 
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ガイドラインの設定 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において⾃動操舵するための直線のガイドライン 
( A-B ライン ) を設定する⽅法を説明します。 

 
2. ガイドライン ( A-B ) ラインの設定⼿順 
 1   [ ガイドラインメニュー ]-[ ガイドラインの作

成 ]-[ AB ラインを記録 ] と選択します。 

 2  ガイドラインを作成したい始点まで⾞両を移動さ
せて [ A ] を選択します。 

 3  A 点が表⽰されますので B 点 ( 終点 ) に
向かって⾞両を⾛⾏させます。 
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4   終点に到着したら [ B ] を選択します。 

 
A-B ラインの A と B はガイドラインの⽅向を
決めるものですので途中の⾛⾏ラインは関係あり
ません。また A と B の距離があまり短いとライ
ンが作成できません。 10m 以上の離れた場所
を選択してください。 

5  ガイドラインが初期値の名称で作成されたことが
ポップアップで表⽰されます。 

6  画⾯上で作成したガイドラインの基準線を指でタ
ップしてください。 

7  ポップアップメニューが表⽰されますので、 [ 選
択 ] を選択します。 
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8   指定したガイドラインが有効化されて、フィールド

や枕地が設定されている場合は、その範囲内に
有効なガイドラインが⾃動で⽣成されます。 
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オートステアリング 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において設定したガイドラインに沿ってオートステアリ
ングで⾛⾏する⼿順を説明します。 

 
2. オートステアリングの操作⽅法 
 1   ⾞両を⾛⾏させたいガイドラインの傍まで移動さ

せて、右下の [ オートステアリングの作動 ] 
が ”⽩” 表⽰の時に選択します。 
 
 [ オートステアリングの作動 ] が “⾚” 表

⽰の時はオートステアリングがオンになりませ
ん。何が問題であるか内容が表⽰されます。 

 2  オートステアリングが作動している最中は [ オー
トステアリングの作動 ] が “緑” になります。 
再度、 [ オートステアリングの作動 ] を選択す
るとオートステアリングが解除されます。 

 3  ステアリングが⾃動で操舵されてガイドライン上を
⾛⾏します。 
 
ダッシュボードでガイドラインからの離れ距離や何
番のガイドラインを⾛⾏しているか確認することが
できます。 
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タスクの操作 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) においてタスクを作成して作業内容を記録する⼿順
を説明します。それにあわせてマスタースイッチによる⾊塗り操作もおこないます。 

 
2. タスクの操作⼿順 
 1   タスクの名前を決めて作業内容を記録する⼿順

を説明します。 
タスク名を⾃動で⽣成する場合には 5 項に移
動してください。 
 
[ タスクメニュー ]-[ 新しいタスクの作成 ] と選
択します。 

 2  [ 新規タスク ] ダイアログが表⽰されますので、 
[ タスク名 ] を選択します。 

 3  ソフトウェアキーボードが表⽰されますので、任意
のタスク名を⼊⼒して [ ✔ ] を選択します。 
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4   ⼊⼒したタスク名を確認して [ OK ] を選択しま

す。 
 
[ タスクボタン ] で記録を開始後は作業内容を
このタスク名で保存されるようになります。 

5  タスクの記録を開始するには [ タスクボタン ] 
を選択します。 

6  タスクの記録が開始され、記録中は [ タスクボ
タン ] が左図のように “緑” に表⽰されます。 

7  タスクが記録中には [ マスタースイッチ ] が有
効となり⾊塗りなどの作業が可能になります。 
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8   タスクを完了させるには [ タスクボタン ] を選択

します。 

9  [ タスク停⽌ ] ダイアログが表⽰されますので、 
[ 完了 ] を選択します。 

10  実施した作業が指定のタスク名で保存されてこと
がポップアップで表⽰されます。 
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ナッジ ( ラインずらし ) 操作 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において、設定したガイドラインを微調整する⼿ 
順を説明します。 

 
2. ナッジの操作⼿順 
 1   まず、ナッジの設定をおこないます。 

右側のアイコンメニューで [ ナッジメニュー ]-
[ ナッジオプション ] を選択します。 

 2  ここではナッジオフセットとナッジの合計値が設 
定できます。 
 
ナッジオフセットは、ナッジのピッチを設定します。
初期値は 0.1m になっています。 
ナッジ合計は、現在のナッジでのシフト量を表⽰
します。初期値は 0m になっています。 

 3  例えば、 [ ナッジガイドライン左⽅向 ] を選択
すると [ ナッジオフセット ] で設定されている単
位でガイドラインがずらすことができます。左図で
は [ ナッジガイドライン左⽅向 ] を 4 回選択
しましたので 0.1m ピッチで 0.4m シフトした
状態になっています。 
 
総計のナッジ量は [ ナッジ合計 ] に表⽰され
ています。 
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4   [ ナッジオプション ] ダイアログの [ ナッジ合

計 ] を選択すると、シフト量を直接⼊⼒するこ
とも可能です。 

5  同様の操作は、 [ ナッジメニュー ] から、 [ ナ
ッジガイドライン右⽅向 ][ ナッジガイドライン左
⽅向 ][ ナッジガイドライン⾞両位置⽅向 ] メ
ニューですぐに操作することもできます。 
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フラグの設置 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において、作業フィールド ( ほ場 ) 内に目印とな
るフラグポイントを設定することができます。 

 
2. フラグの設置/変更/削除⼿順 
 1   フラグを設置したい場所まで⾞両を移動して、 

[ 圃場メニュー ]-[ フラグポイントの配置 ] と
選択します。  

 2  [ フラグ地点を追加 ] ダイアログが表⽰されます
ので、配置したいフラグを選択します。 
左図では、 [ 樹⽊ ] を選択した例になってい
ます。 

 3  その地点に樹⽊のフラグが設置されます。 
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4   その操作を繰り返すことで、フラグを複数配置す

ることができます。 
 
設置したフラグへの警告の設定をおこないますの
で、 [ セットアップ画⾯ ] を選択します。 

5  [ システム ]-[ アラーム ]-[ 全般 ] と選択し
て [ ⼀般的なアラーム設定 ] 画⾯にします。 
 
[ アラーム名 ] のスライダーをスクロールさせて 
[ 近くのフラグポイント ] を選択するとフラグ関す
るアラームの確認/設定がおこなえます。 

6  アラームが [ 有効 ] に設定されていると、指定
の距離まで⾞両が近づくと 1m 単位に左図の
ように警告が表⽰されるようになります。 
 
 警告が表⽰されるだけです。オートステアリン

グ操作は継続されます。 

7  設置してあるフラグの編集⽅法を説明します。 
編集したいフラグを画⾯でタップしてください。 
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8   フラグ編集のためのポップアップメニューが表⽰され

ます。 
 
左図の例では [ 編集 ] を選択しています。 

9  [ フラグポイントを編集 ] ダイアログが表⽰され
ます。ここで名称や表⽰するアイコンを変更するこ
とができます。 

10  このポップアップメニューの機能は以下になります。 
 
[ 編集 ] 名称やアイコンを変更します。 
[ フラグ位置を変更 ] フラグをドラッグして別の
位置に移動できます。 
[ GPS ドリフト補正 ] フラグの位置まで⾞両を
移動させます。 
[ 削除 ] フラグを削除します。 
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ステアリングのチューニング 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において、ステアリングのチューニングに関する項目を
説明します。これらの値を調整してオートステアリングの挙動を調整します。 

 
2. ステアリングのチューニング項目 
 1   [ ステアリングオプションメニュー ]-[ ⾃動ステア

リングの旋回パラメーター ] を選択します。  

 2  [ ステアリングのチューニング ] ダイアログが表⽰
されます。全部で 8 項目からなり、 AGS-
2+WAS+AES-35 を使⽤時の推奨値は以
下になります。 
 
 

 3  1. オンライン強さ [ 50 ] 
2. アプローチ強さ [ 50 ] 
3. 最⼤旋回角 [ 30 ] 
4. 最⼤ステアリング速度 [ 90 ] 
4. 曲線ウェイラインの平滑化 [ 5 ] 
5. ハンドルの感度設定 [ 100 ] 
6. ハンドルの遊び量設定 [ 20 ] 
7. ⾃動操舵の解除⼒設定 [ 30 ] 
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1. オンライン強さ [ 50 ] 
ステアリングがどのくらい積極的にガイドラインに従おうとするかを設定します。 

2. アプローチ強さ [ 50 ] 
ステアリングがどのくらい積極的にラインに接近するかを設定します。⾼くしすぎると、⾞両が鋭く⽅向転換する場合
があります 

3. 最⼤旋回角 [ 30 ] 
⾞両が能⼒に応じた安全な⽅向転換を⾏うよう角度を制限します。⾞両および牽引される牽引機器の安全を考
慮して設定してください。 

4. 最⼤ステアリング速度 [ 90 ] 
1 秒間あたりのホイールの回転数を制限します。値を⼩さくすると、⾃⾛式ブーム噴霧機でブームが速く回転しすぎ
たり、連結式トラクター内でキャビンが過度に動いたりする問題が減少します。 

5. 曲線ウェイラインの平滑化 [ 5 ] 
⾃動ステアリングが曲線のウェイラインにどのくらい厳密にまたは緩く従うかを設定します。適切なレベルに設定します。
値が低いほど、曲線ウェイラインにより近くなります。 

6. ハンドルの感度設定 [ 100 ] 
ガイドラインに従うときの、ステアリングの感度を調整します。 

7. ハンドルの遊び量設定 [ 20 ] 
ホイールが反応する前に AES が⾏うべき動作量を調整します。 

8. ⾃動操舵の解除⼒設定 [ 30 ] 
ステアリングホイールを解除するのに必要な労⼒量を調整します。 
注意 : [ ⾃動操舵の解除⼒設定値 ] を最⼤ 60 まで設定することが可能になっています。但し、 40 を超え
た閾値ではステアリングの動きが強⼒になり⼿動でのハンドルに操作に危険性が伴い、また⼿動での⾃動操舵解
除が困難になります。設定時に警告が表⽰されますので、設定する場合は上記状況をご理解いただき安全性に
留意の上、細⼼の注意をもってご使⽤ください。 
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3. ホイール角度センサの調整 
 
1   [ ステアリングオプションメニュー ]-[ ホイール角

度センサの調整 ] を選択します。 
 
 ホイール角度センサ未装着の⾞両の場合は

このメニューは意味を持ちません。 

2  [ ホイール角度センサの調整 ] ダイアログが表
⽰されます。全部で 7 項目からなり、 AGS-
2+WAS+AES-35 を使⽤時の推奨値は以
下になります。 

3  1. 低速ディファレンシャルゲイン [ 0.00 ] 
2. ⾼速ディファレンシャルゲイン [ 0.00 ] 
3. 低速⽐例ゲイン [ 1.00 ] 
4. ⾼速⽐例ゲイン [ 1.00 ] 
4. 最⾼回転数 [150 ] 
5. デッドゾーンの速度制限 [ 4 ] 
6. ステアリング昇圧器 [ 無効 ] 
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1. 低速ディファレンシャルゲイン [ 0.00 ] 
低速でのステアリングを制御するためにトルクなどを設定します。エラーが⼤きければより⼤きく作⽤してエラーを解決
します。 

2. ⾼速ディファレンシャルゲイン [ 0.00 ] 
⾼速でのステアリングを制御するためにトルクなどを設定します。エラーが⼤きければより⼤きく作⽤してエラーを解決
します。 

3. 低速⽐例ゲイン [ 1.00 ] 
低速時のステアリングを調整するために適⽤される速度を設定します。エラーが⼤きければ⼤きいほど速く応答して
エラーを減らします。 

4. ⾼速⽐例ゲイン [ 1.00 ] 
⾼速時のステアリングを調整するために適⽤される速度を設定します。エラーが⼤きければ⼤きいほど速く応答して
エラーを減らします。 

5. 最⾼回転数 [150 ] 
ステアリングが回転できる最⼤スピードを決定します。この値は限界値です。この値が⾼すぎると急激は⽅向転換が
起こり⾞両を損傷させる要因となります。逆に低すぎると反応が遅くなりラインを逸脱 
してしまいます。 

6. デッドゾーンの速度制限 [ 4 ] 
ダイナミックデッドバンドコントローラの動作速度範囲を制限します。 ( 初期値から変更しないでください ） 

7. ステアリング昇圧器 [ 無効 ] 
ダイナミックステアリングコントローラのステアリング能⼒を向上させます。 ( 初期値から変更しないでください ） 

 
注意 : [ 低速ディファレンシャルゲイン ][ ⾼速ディファレンシャルゲイン ] の調整範囲は 0.0 〜 0.5 、 [ 低速⽐
例ゲイン ][ ⾼速⽐例ゲイン ] の調整範囲は 0.0 〜 1.0 の間でご使⽤ください。それ以外の値の場合は、 
AES-35 の挙動が極端になり操作に危険を伴い場合がありますので、設定する場合は上記状況をご理解いただき安
全性に留意の上、細⼼の注意をもってご使⽤ください。 
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4. ⾼度ステアリングチューニング 
 
1 

 

[ セットアップ画⾯ ] アイコンを選択します。 

2  [ ユーザ ]-[ アクセスレベル ] と選択して [ ユ
ーザアクセスレベル ] 画⾯にします。 
 
[ パスワード ] を選択します。 

3  ソフトウェアキーボードが表⽰されますので、 
“TOPCON1” 
と⼊⼒して [ ✔ ] を選択します。 
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4 

 

[ アクセスレベル ] が [ ディーラー ] になって
いることを確認してください。 
 
[ 閉じる ] を選択します。 

5  [ ステアリングオプションメニュー ]-[ ⾼度ステア
リングチューニングパラメータ ] を選択します。 

6  [⾼度ステアリングチューニングパラメータ ] ダイア
ログが表⽰されます。全部で 2 項目からなり、 
AGS-2+WAS+AES-35 を使⽤時の推奨値
は以下になります。 
 
1. p 時間 [ 1.30 ] 
2. p 時間をオフ [ 1.30 ] 
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1. p 時間 [ 1.30 ] 
ステアリングコントローラの予測時間 ( 先読み ) を設定します。予測時間は、ガイドラインにとどまるために⾞両が
どの程度集中して合わせるかを設定します。⾞両のクロストラックエラー ( ⾃⾞両位置から⾛⾏設定ラインに引い
た垂直距離で⾛⾏ラインからのずれ量 ) が 25cm および 5°以内である場合に使⽤されます。この値を少し調
整するだけで⼤きな違いが⽣じます。 P 時間の値は秒単位です。 

2. p 時間をオフ [ 1.30 ] 
ステアリングコントローラの予測時間 ( 先読み ) を設定します。予測時間は、ガイドライン上にないときに⾞両がど
れだけ先に集中して合わせるかを設定します。⾞両のクロストラックエラー ( ⾃⾞両位置から⾛⾏設定ラインに引
いた垂直距離で⾛⾏ラインからのずれ量 ) が 50cm 以上 10°以上の場合に使⽤されます。この値を少し調
整するだけで⼤きな違いが⽣じます。 
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インベントリ管理 ( データ管理 ) 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において、各種データのバックアップ、復元の⽅法を
説明します。 

 
2. すべてのデータのバックアップ⼿順 
 1   コンソールの裏側に USB ポートにフォーマットさ

れた USB メモリを装着します。 ( すでにファイ
ルの⼊っている USB メモリを使⽤すると同じファ
イル名のファイルは上書きされてしまいます ) 
 
[ インベントリ管理 ] アイコンを選択します。 

 2  [ すべてのシステムデータを USB にバックアッ
プ ] を選択します。 
 

 3  [ USB への ] ダイアログで、 [ すべてのインベ
ントリーアイテム ] を選択します。 
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4   [ バックアップ インベントリー ] ダイアログが表⽰

されますので、注意書きを確認して [ はい ] を
選択します。 

5  [ 転送しています ] ダイアログで、バックアップの
進捗状況が表⽰され 100% になったら [ ✔ ] 
を選択します。 
 
これで⾞両、牽引機器、フィールドなどのデータは
すべて USB メモリに保存されました。 
しかし、各機能の設定は保存されていません。設
定まで含めてバックアップするには次からの⼿順も
実施してください。 

6  再び [ すべてのシステムデータを USB にバック
アップ ] を選択します。 
 

7  [ USB への ] ダイアログで、 [ ユーザー設
定 ] を選択します。 
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8   [ バックアップ インベントリー ] ダイアログが表⽰さ

れますので、注意書きを確認して [ はい ] を選
択します。 

9  [ 転送しています ] ダイアログで、バックアップの進
捗状況が表⽰され 100% になったら [ ✔ ] を
選択します。 
 
この⼆つの⼿順で、データと設定が全て USB メモ
リにバックアップされました。 USB メモリを安全に取
り外して保存してください。 
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3. すべてのデータの復元⼿順 
 
1   ⼀括ですべてのバックアップデータを戻す場合は基

本的に現在のコンソール内のフィールドなどのデータ
はすべて上書きされて無くなりますのでご注意くださ
い。 
 
作業を終了させて [ インベントリ管理 ] アイコン
を選択します。  

2  バックアップしてある USB メモリを X コンソールの 
USB 端⼦に差し込みます。 
 
[ すべてを復元 ] アイコンを選択します。 

3  [ USB から復元 ] ダイアログが表⽰されるので 
[ すべてのインベントリーアイテム ] を選択します。 
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4   [ 復元インベントリー ] ダイアログが表⽰されます
ので、内容を確認して [ はい ] を選択します。 
 
注 : X コンソール内のすべてのデータが上書きされ
ます。  

5  [ 再起動が必要です ] ダイアログが表⽰されます
ので、 [ OK ] を選択します。 
 
HORIZON が再起動します。 その間、 USB メ
モリをコンソールから抜かないでください。 

6  再起動するとインベントリデータが復元されていま
す。データの復元だけの目的の場合はこれで完了
になりますので、 [ インベントリ管理 ] アイコンを
選択して作業画⾯に戻ります。 
 
バックデータにあるユーザー設定もバックデータから戻
す場合は、左図のように再び [ すべてを復元 ] 
アイコンを選択します。 

7  [ USB から復元 ] ダイアログが表⽰されるので 
[ ユーザー設定 ] を選択します。 
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8 
 

[ 復元ユーザー設定 ] ダイアログが表⽰されます
ので、内容を確認して [ はい ] を選択します。 
 
注 : X コンソール内のすべてのユーザー設定が上
書きされます。 

9  [ 再起動が必要です ] ダイアログが表⽰されます
ので、 [ OK ] を選択します。 
 
HORIZON が再起動します。 その間、 USB メ
モリをコンソールから抜かないでください。 

10  再起動すると USB にバックアップしていたデータが
コンソールに戻されているのが確認できます。 
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⾳量設定 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において、アラートなどの⾳量を設定します。 

 
2. ⾳量の設定⼿順 
 1   セットアップ画⾯で [ ユーザ ]-[ 環境 ] と選

択して[ 環境設定 ] の画⾯にします。 
その画⾯の [ ⾳量 ] を選択します。 

 2  ⾳量を [ + ][ - ] で設定します。 
⾳量を決定するには [ ✔ ] を選択します。 
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アラームの設定 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において、各種アラームの設定⽅法を説明します。 

 
2. ⼀般的なアラームの設定 
 1   セットアップ画⾯で [ システム ]-[ アラーム ]-

[ 全般 ] を選択して [ ⼀般的なアラーム設
定 ] 画⾯にします。 
[ アラーム名 ] のリストを選択することで個別 
のアラームの設定をおこなえます。 
ここでは、まず [ すべての⼀般的なアラーム ] 
の設定を例とします。 

 2  [ アラームの状態 ] で、アラームの [ 有
効 ][ 無効 ] を切り替えることができます。 

 
3. 作業エリアの近接警告の設定⽅法 
 1   フィールド ( 圃場 ) が設定されていてオートス 

テアリングで⾛⾏している時、フィールド ( 圃 
場 ) の端に近づくと近接のアラートが使⽤できま
す。 
[ ⼀般的なアラーム設定 ] の画⾯で [ アラー
ム名 ] のリストから [ 作業エリアの接近警報 ] 
を選択するとそのメニューが表⽰されます。 
その中から必要な項目を選択します。 
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2   [ アラームの状態 ] で、近接のアラームの [ 有

効 ][ 無効 ] を切り替えることができます。 

3  近接の距離を変更したい場合は、 [ 初回警報
距離 ] もしくは [ 2 回目の警報距離 ] のど
ちらか、もしくは両⽅を変更します。 
変更⽅法は同じで、変更したい項目を選択しま
す。 

4  項目を指⽰するとキーボードが表⽰されますの 
で、希望の距離を⼊⼒して [ ✔ ] を選択しま
す。 
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ダッシュボードの設定 

1. 概要 
XD の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において、ダッシュボードの設定⽅法を説明します。 

 
2. ダッシュボードの設定⼿順 
 1   各種データが表⽰されるダッシュボードは⼀度に

表⽰させる項目に制限があります。何を表⽰させ
るか設定する⼿順を説明します。 
 
作業画⾯で下部に表⽰されている [ ダッシュボ
ード ] を選択します。 

 2  ダ ッ シ ュ ボ ー ド に 表 ⽰ さ せ た い 項 目 を 選 び 
[ OK ] を選択します。 
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システムキャリブレーションについて 

1. 概要 
X25/X35 の HORIZON ( HORIZON 5.01.xx ) において、X25/X35, AGS-2, AES-35 の付け
替えや⾞両を登録し直した場合は、必ずこのシステムキャリブレーションをおこない⾞両とシステムの関係を調
整してください。キャリブレーションを実施するには、⾞両を回転させて 70m 以上直進させる作業が必要に
なりますので、障害物の無い広い安全な場所で実施してください。 
注意: 公道では絶対実施しないでください。 

 
2. キャリブレーションメニューの説明 
 1   [ ステアリングオプションメニュー ]-[ ⾃動ステア

リングのキャリブレーション ] と選択します。 

 2  [ ステアリングのキャリブレーション ] ダイアログが
表⽰され、このメニューから各キャリブレーションを
実施します。 
 
[ コンパス ], [ ホイール角度センサ ] ( 装着
⾞両のみ ) , [ マウンティングバイアス ] の 3 
種類があります。上から順番に実施してください。 

 
 
注意: キャリブレーションを実施する場合には、上側のメニュー ( [ コンパス ] ) から順番に実施してください。⼀部の
だけの実施の場合、キャリブレーション結果に⽭盾が発⽣して正常に動作しないなどの問題が発⽣する場合があります。 
注意: 移設時には [ キャリブレーション済 ] と表⽰されますが、それは以前の⾞両での結果になります。移設や機器
の移動をおこなった場合は、表⽰に関係無くすべてのキャリブレーションを実施してください。 
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3. コンパスキャリブレーション 
1   [ ステアリングのキャリブレーション ] ダイアログが

表⽰されている [ コンパス ] を選択してくださ
い。 
 
(注) 移設の場合、画⾯上には [ キャリブレー
ション済] と表⽰されている場合がありますが、こ
れは以前の⾞両での状態ですので無視してくだ
さい。 

2  [ コンパスキャリブレーション] 画⾯が表⽰されま
す。 
表⽰されている注意事項を確認して、⾞両を回
転でき、約 100m 直線⾛⾏できる場所に⾞
両を移動させて⾛⾏準備ができたら [ → ] を
選択してください。 

3  ステアリングを 75% 以上左右どちらかにきって
約 2km/h で 1 周半から 2 周回転するよう
に⾛⾏させてください。⾛⾏が完了したら [ → ] 
を選択します。 
 
(注) 画⾯メッセージには”半周”と表⽰されます
が、 1 周半から 2 周⾛⾏してくだい。 

4  その場所から約 100m ⾞両を約 2km/h で
直進させます。直進が完了して停⽌させて 
[ → ] を選択します。 
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5   内部での作業を開始します。 

しばらくお待ちください。  

6  コンパスのキャリブレーションが完了したメッセージ
が表⽰されます。 [ OK ] を選択して、コンパス
のキャリブレーションを終了します。 
 
(注) もし、エラーが表⽰された場合は、周辺の
環境に⾼圧線や⼤きな⾦属物が無いか、また⾛
⾏した場所が⽔平であるか確認をした後、最初
から実施しなおしてください。 ( コンパスですので
磁界に影響を受けます。 ) 
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4. ホイール角度センサのキャリブレーション 
1   次に [ ホイール角度センサ ] のキャリブレーショ

ンを実施します。 [ ホイール角度センサ ] を選
択します。⾞両が回転して約 70m 直線⾛⾏
できる場所に移動してください。 AES-35 の電
源を⼊れて認識さえておいてください。 
(注) ホイール角度センサを搭載していない⾞両
ではこの作業は必要ありません。その場合 [ 必
須ではありません ] 等のメッセージが表⽰されて
このメニューが使えなくなっている場合があります。 

2  ホイール角度センサの初期化がおこなわれます。 
もし、時間がかかるようであれば⾞両をゆっくり前
進させてみてください。 

3  初期化が完了すると左の画⾯になりますので、
回転⾛⾏可能な場所か確認して [ → ] を選
択します。 

4  ⾛⾏準備ができたら [ → ] を選択して、約
2km/h で⾛⾏を開始します。まずは、左旋回か
ら開始されます。 
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5   AES-35 が認識されている場合は、⾃動的に

ハンドルが左回転して左旋回⾛⾏になりますの
で、約 2.0km/h で⾛⾏します。 
 
⾃動的にステアリングが回転しない場合は、限界
まで左回転させて⾛⾏してください。  

6  次に右旋回になります。 
⾛⾏準備ができたら [ → ] を選択して、約
2km/h で⾛⾏を開始します。 

7  AES-35 が認識されている場合は、⾃動的に
ハンドルが右回転して右旋回⾛⾏をしますので、
約 2.0km/h で⾛⾏します。 
 
⾃動的にステアリングが回転しない場合は、限界
まで右回転させて⾛⾏してください。 

8  次は直進になります。 
⾛⾏準備ができたら [ → ] を選択して、約
2km/h で⾛⾏を開始します。 
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9   AES-35 が認識されている場合は、⾃動的に

ハ ン ド ル が 直 進 ⽅ 向 に な り ま す の で 、 約 
2.0km/h で⾛⾏します。 
 
⾃動的にステアリングが回転しない場合は、⾞両
が直進⽅向になるように回転させて⾛⾏してくだ
さい。  

10  必要な距離を直進すると⾃動的に左の画⾯に
なります。 
内部での作業を開始します。 
しばらくお待ちください。 

11  ホイール角度センサのキャリブレーションが完了し
たメッセージが表⽰されます。 [ OK ] を選択し
て、ホイール角度センサのキャリブレーションを終
了します。 
 
注意: もし、エラーが表⽰された場合は、⾛⾏し
た場所が⽔平であるか確認をした後、最初から
実施しなおしてください。 
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5. マウンティングバイアスキャリブレーション 
1   次に [ マウンティングバイアス ] のキャリブレーシ

ョンを実施します。 [ マウンティングバイアス ] で
は、実際にオーステアリングで使⽤する測位状態
で実施します。 
[ マウンティングバイアス ] を選択します。 
⾞両が反転させて約 70m 往復直線⾛⾏でき
る場所に移動してください。 
 
注意: 測位状態を確認してください。 

2  直線⾛⾏するスタート点となる位置に移動して 
[ (A) ] を選択して、約 2.0km/h で⾞両を
直進させてください。 
必須ではありせんが、AES-35 の電源を⼊れて
おいてください。そうするとキャリブレーション中にオ
ートステアリングが使⽤可能になります。 

3  ⾞両を約 2km/h で直進させます。 
約 70m ⾛⾏すると⾃動的に B 点が作成さ
れ、キャリブレーションのためのガイドランが作成さ
れます。 
 
左図のように [ ⾃動ステアリングの作動 ] が⽩
くなった場合は、オートステアリングでの⾛⾏が可
能になっていることを⽰します。 

4  B 点で⾞両を U ターンさせて、今度は A 点
に向けて同じ直線上を約 2km/h で直進⾛⾏
させます。 A 点に到達したら⾞両を U ターンさ
せて再び B 点まで同じ直線上を約 2km/h 
で直進⾛⾏させます。 
 
キャリブレーションが終了するまで、この往復⾛⾏
を続けます。 
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5   [ 構成⼿順 ] にバーで進捗具合が表⽰されま

す。これが 100% になるまで往復⾛⾏を繰り
返します。右の画⾯では、オートステアリングによ
って⾛⾏している状態をあらわしています。 
 
注意: [ ステップ ] に⼿順の回数が表⽰されて
います。この分⺟が増えていく場合は環境等に問
題があるかもしれませんので、⼀度中⽌して最初
から実施してください。 

6  [ 構成⼿順 ] が 100% となり、最後の⾛⾏
が終わると右の画⾯になります。これでバイアスキ
ャリブレーションは終了しましたので [ OK ] を選
択します。 

 
注意: マウンティングバイアスキャリブレーション開始時もしくは実⾏中に [ TC700 ] エラーなどが出る場合は近くに磁
界を発⽣する装置などがある可能性があります。その原因を取り除くか AGS-2 を別の場所に設置して状況を確認し
てください。 
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6. システムキャリブレーションの完了 
1   全ての項目が [ キャリブレーション済み ] になっ

ていることを確認して [ OK ] を選択します。  

 
これでオートステアリングシステムの調整は完了していますが、⼊⼒した⾞両データの寸法関係が正しいことが前提として
の調整になります。実際の AGI-4 の取り付け位置が⼊⼒した寸法に誤差があると、実際の往復⾛⾏においてズレが
発⽣します。⾞両によっては⾒た目の中央と実際の⾛⾏の中⼼が異なる場合があります。往復ではズレ量は倍になりま
す。従って、以下の⼿順で最終確認を実施してください。 
 
可能であればトラクターの位置が記録できるような平坦な場所で実施すると判別しやすくなります。 
1. [ ガイドラインの設定 ] を参考に任意の距離で [ A-B ライン ] を設定してください。 
2. その A-B ( 直線 ) ガイドラインをオートステアリングで⾛⾏させて離れが 0cm の時に⾞両を停⽌させてタイヤ位

置をマークします。例えば、後輪タイヤ幅の中⼼を計測してチョーク等で路⾯にマークします。 
3. 同じ A-B ( 直線 ) ガイドラインを逆⽅向にオートステアリングで⾛⾏させて、同じ位置で離れが 0cm の時に⾞

両を停⽌させて、先ほど作成したマークと今回の⾛⾏時の後輪タイヤ幅の中⼼とのズレを計測します。ズレがなけれ
ば、同じガイドラインで同じ場所を⾛⾏したことになりますので、キャリブレーションおよび設定が正しくおこなわれており、
これで完了となります。 

4. ズレが出た場合、HORIZON で [ ⾞両 ]-[ 選択 ] と指⽰して使⽤した⾞両のデータを呼び出し [ ⾞両の
形状 ] 画⾯で C の項目の寸法にズレの寸法の半分を⼊⼒します。 ( + が右側、 - が左側 ) 

5. 再度 2 からおこない、往復でのズレが 0cm になるように調整します。 
 
この⾞両の設定でズレが存在しないにもかかわらず、牽引機 ( 作業機 ) を使⽤した際に被せ量などが往復で異なる
場合は、牽引機 ( 作業機 ) の中⼼が⾞両⾛⾏中⼼とズレて取り付けられている可能性があります。ズレが出た場
合の原因は牽引機 ( 作業機 ) の取り付け誤差になりますので、確認⼿順を以下にまとめます。 
1. 平坦な場所に A-B ( 直線 ) ガイドラインを設定します。すでにアンテナ中⼼の確認で作成してあればそれをその 

まま使⽤できます。 
2. その A-B ( 直線 ) ガイドラインをオートステアリングで⾛⾏させて離れが 0cm の時に⾞両を停⽌させて、牽引 

機 ( 作業機 ) のタイン ( ⽖ ) 部で目印を付けます。 
3. 同じ A-B ( 直線 ) ガイドラインを逆⽅向にオートステアリングで⾛⾏させて、同じ位置で離れが 0cm の時に⾞ 

両を停⽌させて、先ほど付けた目印とのズレを計測します。 
4. ズレ量を牽引機 ( 作業機 ) のチェックチェーンで修正します。 
5. 再度 2 からおこない、往復でのズレが 0cm になるように調整します。 
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